
ひょうご子ども・子育て未来プラン プログラム2016

目標

【数値目標】

◆出生数：22万人（年平均4.4万人）
（Ｈ28～32(2016～2020)年までの
５年間）

◆合計特殊出生率：1.57
（H32年(2020年)）

◆豊かな人間性を育み、安定した

生活を築く未来の親づくり

◆すべての子どもと子育て家庭へ

の切れ目のない支援による、

子育てしやすい環境づくり

◆仕事と生活が調和し、職場・

地域が子どもと子育て家庭を

支える社会づくり

プランの推進
プランを計画的に

推進するため、毎

年度行動プログラ

ムを策定し、公表

（
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○若者しごと倶楽部の設置・運営
[若者しごと倶楽部を通じた就職者数]
㉗3,777人→㉘6,000人→㉛10,500人

○【拡】大学生ｲﾝﾀー ﾝｼｯﾌ゚推進事業
[若者の就業体験者数]
㉗1,970人→㉘2,000人→㉛3,500人

○キャリア教育の推進
[高校生ｷｬﾘｱﾉｰﾄを活用したｷｬﾘｱ教
育実施校]
㉗49.7％
→㉘85.0％
→㉛100％

○【拡】出会い・結婚支援事業の推進
[ひょうご出会い・結婚支援事業成婚数]

㉗1,139組→㉘1,386組→㉛1,986組
○【拡】特定不妊治療費助成事業
[特定不妊治療（体外受精・顕微授
精の助成件数]
㉗3,227件→㉘3,470件→㉛4,248件

○【拡】周産期母子医療ｾﾝﾀｰ運営費
補助事業
［総合周産期母子医療
センターの設置数］
㉗6箇所→
㉘7箇所→㉛8箇所

○認定こども園整備事業等
［認定こども園の設置数(4月1日)］
㉘322園→㉙444園→㉛500園

○病児・病後児保育推進事業
［病児・病後児保育の実施箇所数］
㉗51箇所→㉘66箇所→㉛85箇所

○乳幼児子育て応援事業
[乳幼児子育て応援事業実施幼稚園・保育所数]

㉗685園→㉘723園→㉛753園

○【拡】ひょうご保育料軽減事業

[第２子以降の
対象児童数]
㉗6,884人
→㉘12,920人

○父親の子育ての参画推進
[お父さん応援フォーラムの等へ
の参加者数]
㉗224人→㉘350人→㉛650人

○女性の就業サポート事業
[男女共同参画センター女性就業
相談室の支援による就職者数]
㉗475人
→㉘700人
→㉛1,300人

○ひょうご放課後プランの推進
[放課後児童クラブ利用児童数]
㉗40,745人→㉘44,311人→㉛48,564人

○まちの子育てひろば事業
[まちの子育てひろば実施箇所数]
㉗2,147件
→㉘2,190件
→㉛2,250件

○【新】里親・特別養子縁組制度の推
進事業
[里親登録者数]
㉗281人→㉘287人→㉛305人

○【拡】ひとり親家庭就業支援事業
[高等職業訓練促進給付金事業によ
る資格取得者数]
㉗105人
→㉘160人
→㉛325人

■ 平成28年度の主な事業

■ 重要取組の指標

１ 若者の経済的自立の促進
・若者の就業率 ［㉔76.6%→㉙78%］
・若者の就職率 ［大学㉗93.9%→㉘95%］

［短大㉗92.4%→㉘94%］
・新規学卒者の離職率 [㉔50%→㉙48%]
・若者の正規雇用の割合

[㉔72.7%→㉙76%]
・若者の平均年収

[㉔300万円以上58.7%→㉙上昇]

２ 結婚、出産の希望を叶え
る支援の充実

・25-39歳未婚率[男㉒45.9%→㉜44%］
［女㉒37%→㉜32%］

・生涯未婚率[男㉒14.1%→㉜10%］
［女㉒7.5%→㉜5%］

・婚姻件数[㉗27,308件→㉘28,000件］
・30-39歳女性労働力率[㉒60.6%→㉜上昇］
・待機児童数（４月１日）[㉗942人→㉚0人］

３ 第2子・3子出生への環境
整備

・男性の育児参加 [㉓週29分→㉘60分］
・男性の育児休業取得状況 [㉔6.9%→㉙10%]

・児童の学力（全国学力・学習状況調査）
[㉗国63.4％ 県63.6％（国を0.2％上回る）

→㉘国平均を上回る］
・児童の体力 [㉖S60頃の水準の82～

100％未満→㉘95～100%以上］
・生活保護を受ける若者の数

[㉗1,927人→㉘1,900人］
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基本理念

◆誰もが安心して子育てできる

兵庫の実現

ひょうご子ども・子育て未来プラン

Ⅰ 若者の自立支援による未
来の親づくり

Ⅱ 結婚・妊娠・出産への切
れ目のない支援

Ⅲ 就学前の教育・保育と子育
て支援

Ⅳ 子育てと両立できる働き
方の実現

Ⅵ 特別な支援が必要な子ど
もや家庭への支援

Ⅴ 子育て家庭を支える地域
社会づくり
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